
  

  

  

  

  

  

  
第第２２章章  幸幸区区のの将将来来像像・・都都市市構構造造  
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   第 2 章 ―― 幸区の将来像 

幸幸区区のの将将来来像像  １

 

Ⅰ 幸区・区民提案のスローガン 

 

 

 

   
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「水と緑と創造のまち 

生き活き・さいわい」 
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   第 2 章 ―― 将来像の考え方 

  

２ 将将来来像像のの考考ええ方方  

Ⅰ 幸区・まちづくりの基本目標と６本の柱 

①ふるさと幸区は、緑豊かな加瀬山と矢上川、鶴見川、多摩川に育まれた長い歴史の中に、時代と

ともにいきいきとした人々の営みがありました。 

 

②将来像を考えるにあたって、ふるさと幸区に学び、活力のある豊かなまち・幸区の創造を目指し

て、幸区・まちづくりの基本目標と６本の柱を提案します。 
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   第 2 章 ―― 幸区の将来像 

Ⅱ 時代の動きと幸区・まちづくりの視点 

①幸区の２０年後のまちの姿を描く「都市計画マスタープラン幸区構想」は、幸区・まちづくりの

基本目標と６本の柱を軸に、幸区の現在までの歩みと地域の特性、そして今、課題となっている

まちの様々な問題点を見据えた上で、これからの時代がどのように動くかを予測し、まちの将来

像を導き出すことが重要だと考えます 

   

  ②大量生産・大量消費・大量廃棄による物質的豊かさを求めたバブル経済の崩壊後、私たちの生活

のあり方や価値観に大きな変化が生まれ始めています。 

 

③環境の汚染・破壊、資源の枯渇、エネルギー問題、地球温暖化、異常気象、大災害、犯罪、デフ

レ経済、少子高齢化等、私たちの生活を取りまく環境は激動の中に新しい時代を迎えています。 

 

④２１世紀は「環境の世紀」ともいわれ、時代は環境共生へと動き始めています。幸区の将来像を

描くにあたって、時代の動きとそれに対する幸区・まちづくりの視点を次のようにとらえました。 
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   第 2 章 ―― 幸区の将来像 



 

   第 2 章 ―― 幸区の将来像 

  

将将来来都都市市構構造造  
 
３
 

 

◎幸区の将来像を踏まえ、５つの「まちづくりの方針」、①まちの拠点を育む、②豊かな生活を育

む、③水と緑を育む、④みち・交通を育む、⑤安心を育むに掲げられた方針を整理し、将来のま

ちの空間構造を図に示します。 
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